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研究成果の概要（和文）：本研究は、未来の学校教員を育てる教師教育者（teacher educator）のアイデンティ
ティについて、東南アジア諸国（タイ、カンボジア、ベトナム）とアフリカ諸国（マラウイ、ザンビア）を事例
として検討したものである。その結果、いずれの国でも「研究者」と「教師の教師」の役割が主として求められ
ること、また、それらの役割の求められ方には強弱があり、タイとベトナムでは大学院修了者＝「研究者」役割
が強く求められ、カンボジア、マラウイ、ザンビアでは学校教員経験が必須＝「教師の教師」役割が強く求めら
れることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study examines the identity of teacher educators who educate future 
school teachers, with case studies from South-East Asian countries (Thailand, Cambodia and Vietnam) 
and African countries (Malawi and Zambia). The results revealed that in all countries, the roles of
 'researcher' and 'teacher educator' are primarily required and that there are variations in how 
these roles are required, with Thailand and Viet Nam strongly requiring postgraduate degrees, or the
 'researcher' role, while in Cambodia, Malawi and Zambia, school teaching experience is essential, 
or the 'teacher of teachers' role.

研究分野：比較教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、従来、欧州、中東を中心に行われてきた教師教育者に関する研究に対して、アジア、アフリカ諸国
を対象としているところに新規性がある。また、教師教育者の公募文書の体系的な分析を通して求められる役割
や専門性などについて一定の知見を導いたものである。併せて、アジア、アフリカ諸国の教師教育者を招いたウ
ェビナーを定期的に開催することで、研究成果の実践への還元ならびに教師教育者のネットワーク構築に取り組
んだ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
学校教育における授業改善は、従来、カリキュラムや授業などの研究が中心であったが、それ
らを具体的な実践に移す学校教員が注目され始め、世界各国の教師教育に関する比較研究が進
められてきた。その後、2013年の欧州委員会報告書『よりよい学習成果のための教師教育者の
支援』をひとつの契機として、学校教育の質を左右する学校教員の養成や職能成長を支える教師
教育者の重要性が認識されるようになり、教師教育者の質を高める専門性開発（professional 
development）は、海外の教師教育研究の主要テーマのひとつになっている。 
教師教育者の専門性開発に関する研究は、欧州と中東を中心として進められてきた。これらの
研究では、ライフストーリーやセルフスタディの手法を用いて個々の教師教育者の役割意識、職
能成長の契機と課題や、先行研究の体系的な整理により、教師教育者の 6つの役割、すなわち教
師の教師、研究者、コーチ、カリキュラム開発者、ゲートキーパー、仲介者と役割ごとの行動特
性、専門性開発の要素が明らかにされている。確かに、上述の先行研究からは、たとえば、欧州
の教師教育者は、学校から高等教育機関への移行を経験し、高等教育機関の教員として求められ
る研究活動への取り組みに課題を抱えていることや、児童・生徒とは学び方の異なる教員養成課
程の学生に教える、より正確には「教えることを教える（teaching about teaching）」難しさに
直面していることがわかる。しかしながら、これらの個々の教師教育者に焦点を合わせた研究か
らは、どのように教師教育者の職能成長を支援するか、具体的な施策の整備の知見は得られない。 
他方で、本研究の対象である東南アジア諸国ならびにアフリカ諸国は、いずれも遅れて近代化
を始めた国々であり、国家あるいは国際協力のドナー（援助供与主体）主導により、教育を含む
社会基盤の整備がなされてきた。そのため、たとえば、東南アジアのタイにおける学校教員の専
門職倫理などを所掌する組織も官製（他律的組織）であり、ザンビアにおいても教員の専門性を
確保するために法令が制定され、ザンビア教職審議会が設置されたり、国際協力機構（JICA）
主導で授業研究が導入されたりしている。本研究の対象である東南アジア、東部アフリカ諸国に
おける教師教育者の専門性開発は、他律的な専門職である点に鑑みて、ある種のトップダウン、
他律的な制度・施策の整備が必要である。そこで教師教育者の職能成長を支える養成・採用・研
修といったグランドデザインを念頭におきつつ、教師教育者のアイデンティティの解明に取り
組む本研究を構想した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、未来の学校教員を育てる教師教育者（teacher educator）のアイデンティティにつ
いて、東南アジア諸国（タイ、カンボジア、ミャンマー）とアフリカ諸国（マラウイ、ザンビア）
を事例として検討するものである。「自らがどのような教師教育者であるか」という自己認識は、
教師教育者の教授・研究指導といった行動や自らの職能開発への取り組みに対する意識を大き
く左右する点において重要である。また、国・地域の社会・文化が教師教育者のアイデンティテ
ィに与える影響は大きいと言われている。本研究は、欧米諸国を対象とする従来の研究に、東南
アジア、アフリカの事例を通して、新しい知見の提供をめざす。 
 
３．研究の方法 
上記の目的を達成するために、本研究では、次の 4つの具体的研究課題に取り組んだ。すなわ
ち（1）アジア、アフリカの教師教育者は、どのようなアイデンティティを有しているか。（2）
調査対象国における教員養成は、いずれの教育段階で、また、どのようなタイプの教員養成機関
で行われているか。（3）教師教育者の公募文書に記載されている学歴や職歴、また、その他の応
募要件にはどのようなものがあるか。（4）とくに（3）の結果について調査対象国 5か国の並置
比較を通して見えてくる各国の特徴や共通点にはどのようなものか、である。 
以上の具体的研究課題を解明するためにとった研究方法は、（1）については、調査対象国のう
ち東南アジア 3か国を対象としたオンラインの質問紙調査の実施ならびに統計的分析、（2）につ
いては、調査対象国の教員養成についての基礎的な情報の整理、（3）については、ウェブサイト
から入手可能な教師教育者の公募文書を収集、応募要件などの訳出、そして、（4）については、
比較表を作成し、調査対象国の教師教育者の学歴、職歴、その他の応募要件などにみられる類似
と差異の把握、である。 
教師教育者の公募文書の収集は、国ごとに異なるが、研究代表者が自ら収集・分析したタイを
除いて、現地の研究協力者の支援を得て入手し、日本語に翻訳した。なお、ザンビアについては、
公募文書の入手が困難であったため、研究協力者が情報を集約した上で作成した他の国と同等
の情報を用いた。さらに、研究代表者ならびに分担者は、調査対象国の全てを研究フィールドと
していないため、アジア、アフリカの教師教育者の専門性開発をテーマとするウェビナーを継続
的に開催し、アジア、アフリカ諸国の教師教育者とのネットワーク構築に務めた。 
なお、当初、上記の研究の目的を達成するために、調査対象の 5か国の教師教育者を対象とし
た質問紙調査ならびに聞き取り調査を実施する計画であった。しかし、2019 年暮れ以降、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大・継続に伴い、当初予定していた質問紙調査や聞き取り調査に



ついては、調査対象国の研究協力者等と相談し、部分的な実施に留めざる得なくなった。また、
2021 年 2 月 1 日に調査対象国のひとつであるミャンマーにおいてクーデターが発生したため、
ベトナムに変更した。また、当初ルワンダを調査予定であったが、コロナ禍における調査研究の
実行可能性に鑑みてザンビアに変更した。 
 
４．研究成果 
上述の 4つの具体的研究課題それぞれについては、次の一定の成果が得られた。 
（1）教師教育者の職業的アイデンティティを問う質問紙調査を設計したこと。従来、教師教育
者についての研究は、セルフスタディやライフストーリーといった定性的な研究手法を用いた
ものが多かった。本研究では、教師教育者に関する先行研究の体系的な検討から導かれた 6つの
役割（教師の教師、研究者、コーチ、カリキュラム開発者、ゲートキーパー、仲介者）に対する
認識を明らかにする質問紙調査を設計し、東南アジア 3か国（カンボジア、タイ、ベトナム）を
対象に実施した。定量的な統計的分析を行い、教師教育者の職業的アイデンティティは 6つの役
割に対応した多面的なものであることを解明した。 
（2）東南アジア、東部アフリカ諸国の教師教育者に求められる条件の一端を明らかにしたこと。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大・継続の影響によりフィールドワークを当初計画通りに
は実施できなかったが、大学教授職研究における公募文書を対象とした研究手法を援用して、調
査対象国の教師教育者の公募文書を収集・分析することで、東南アジア、アフリカの教師教育者
に求められる条件を明らかにし、関連学会で口頭発表を行うとともに、学術論文として刊行した。 
 東南アジア・アフリカ 5か国の比較から明らかになったこととして、次の 7点を指摘しうる。 
第一に、５か国すべてにおいて、教員養成は、養成年限の長短はあるものの、高等教育段階で
行われていること。つまり、５か国の教師教育者は、いずれも高等教育機関の教員であり、教員
養成に従事する者の役割に加えて、高等教育機関の教員の役割を果たすことも期待されている。 
第二に、教師教育者の呼称は、５か国中、カンボジアの教員養成大学においてのみ積極的に使
用されていること。新しい用語であり、現地語としても定着していない。今後、何をきっかけに
定着するか引き続き注視したい。 
第三に、教師教育者に求められる学歴資格は、博士の学位が必須であるタイを除き、学士、修
士と幅広い学歴資格が設定されていること。これは、各国の高等教育、とりわけ大学院の設置状
況などを反映している。 
第四に、職歴については、タイ、ベトナムを除く、カンボジア、マラウイ、ザンビアでは、学
校教員としての勤務経験が求められていること。先述の通り、教員養成は、高等教育機関におい
て行われていることから、研究活動への従事は、ある意味、５か国に共通する事項であろう。他
方で、学校教員としての勤務経験が求められている国にあっては、教師教育者は「教師の教師」
としての役割がより強く求められていると考えることができる。 
第五に、その他の要件は様々ではあるが、たとえば、タイ、カンボジア、ベトナム、ザンビア
では、懲戒処分や倫理・道徳への言及があり、教師教育者の人間的側面が重視されていること。
同様に、英語運用能力への言及も共通して見られること。ただし、アフリカは東部２か国のみの
データであり、これらの要件が、東南アジア、東部アフリカに共通している、とは言い切れず、
今後、調査対象国を増やして、同様の分析を行う必要がある。 
第六に、選考方法については、タイとベトナムでは筆記試験と模擬授業、面接が課されている
こと、他方で、マラウイとザンビアは書類選考と面接のみであり、模擬授業が課されていないこ
と。模擬授業の有無は、学校教員としての勤務経験という要件の有無と対応している。タイとベ
トナムでは学校教員としての勤務経験が求められていない。したがって、模擬授業で授業力を確
認する必要があると考えることができる。 
第七に、初任給は、ベトナムを除いて、各国の平均的な収入に比べると若干ではあるが高く設
定されている。なお、給与額については、実際の教師教育者の労働・生活時間の実態やキャリア
パスを踏まえたさらなる分析が必要である。 
以上の比較分析からは、調査対象５か国のいずれにおいても「研究者」としての役割と「教師
の教師」としての役割が見られること、また、これらの役割の求められ方には強弱、グラデーシ
ョンが見られることが明らかになった。具体的には、博士学位の所持といった要件が求められる
タイでは「研究者」としての役割が強く求められている。他方で、カンボジア、マラウイ、ザン
ビアでは、研究活動への従事が要件として明記されているものの、学校教員としての勤務経験が
求められている点において「教師の教師」としての役割がより強く求められていると考えること
ができよう。「研究者」としての役割が強く求められるタイ、「教師の教師」としての役割が強く
求められるカンボジア、マラウイ、ザンビアを両端にとると、ベトナムは、その間に位置づいて
いる。以上の考察から、教師教育者の専門性開発の方向性としては、次のような作業仮説を導き
うる。たとえば、「研究者」としての役割が強く求められるタイでは、我が国の研究者養成を経
た教師教育者に似て「教師の教師」としての役割を果たす際に難しさに直面することが想定され
る。そのため、たとえば授業力の向上、メンタリングなど学生指導に関わる研修等が必要である。
逆に「教師の教師」としての役割が求められるカンボジア、マラウイ、ザンビアでは、学校教員
として勤務する際には求められることのなかった研究活動への従事が新たに求められることに
なる。そのため、研究活動をサポートする施策を講じることが重要になるであろう。今後は、各
国における既存の専門性開発の制度・施策の実態解明を行うことで、上述の作業仮説を検証する



必要がある。 
（3）アジア、アフリカ諸国の教師教育者を対象とした専門性開発ウェビナーを継続的・定期的
に開催し、本研究から得られた知見の共有ならびにネットワーク構築を行ったこと。2020 年 9
月の第 1回ウェビナーを皮切りに、2023 年 3 月に第 9回を開催した。毎回、30～40 名程度、ア
ジア、アフリカ諸国からの参加があった。登壇者は、本研究の研究協力者や研究代表者の勤務先
の修了生を通して、アジア、アフリカの多様な国々から招聘することができた。同ウェビナーを
きっかけとして、研究代表者は、ウェビナー登壇者（南アフリカ、ケープペニンシュラ工科大学
の研究者）との国際共同研究に着手した。 
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